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1 はじめに

近年 ITSによる運転者支援の研究が着目されており，
中でもカメラ等の車載機器を用いた研究が多くなされて
いる [1][2]．我々はこれまで，車載レーザレーダを用い
て市街地形状を記録・照合し，自車位置を推定する研究
を行ってきた [3]．しかしその手法では移動車両が雑音と
なり，正しく照合できないことがあった．本研究ではそ
の問題に対応するため，移動車両の検出に取り組んだ．
なお，移動車両検出は衝突回避等に応用することもでき
る．本発表では移動車両検出の手法を提案する．

2 移動物体の抽出

提案手法では，レーザレーダからの距離情報をプロッ
トした画像（図 1(a)）に対しフレーム間差分とＬ字形状
判別を適用することで移動車両を検出する．

車載レーザレーダから得られた情報によって物体が存
在する方向・距離が分かる．しかし物体を構成する点は
離散的なためそのままでは形状の検出は困難である．そ
こでまず，モルフォロジ演算を用いて点を連結し，形状
を認識しやすいようにする．

次に，数フレーム後の画像との差分を用いて移動物体
を抽出する．これは付随する情報から数フレーム間の平
均速度を算出し，現在の画像と数フレーム後の画像を移
動距離分だけずらして照合するものである．物体の位置
が重なっていれば静止物であるとみなし，それ以外のも
のを移動物として抽出する．以下の実験では 10フレー
ム後の画像と比較した．これにより移動物体を抽出し，
車両としての候補を絞り込む．

更に，移動物体を抽出した画像からＬ字型をしている
物体を判別する．これはレーダから得られる車両の側面
及び後部面からの反射点の集合がＬ字の形状をしている
ためである．またこの際，小領域除去も行う．Ｌ字形状
判別は，連結形状の左上端を「上端」，自車位置に最も
近い点を「角」，角から画像の水平方向に最も遠い点を
「側端」とする．この３点を用いてＬ字として適合する
か判別し，検出する．判別は角―側端間距離，角―上端
間距離及びＬ字の角度の三つの基準による（図 1(c)）．

3 評価実験
以上の手法を用い，実際のレーザレーダデータ系列に
おける移動車両の検出性能を評価した．本実験で使用し
た系列は片側２車線・ほぼ直線の道路を走行したもので，
そこから生成された連続する 500フレーム（10fps）の
画像に提案手法を適用した．正解の確認は取得した車載
カメラ画像（30fps）から目視にて行った．その結果 442
個の移動車両に対し，検出率 70.0%・誤認率 21.5%とい
う結果を得た．図１ (a)に本手法を適用した結果を図１
(b)に示す．なお，実際の移動物は図１ (a)中の楕円で
囲った部分である．

(a) 提案手法適用前 (b) 提案手法適用後
(c) Ｌ字判別
の概念図

図 1 提案手法による移動車両検出

4 おわりに
本発表では，フレーム間差分とＬ字形状判別により

レーザレーダデータから移動車両を検出する手法を提案
し，評価実験の結果から提案手法の有効性を確認した．
この手法の応用により，ナビゲーション機能や運転支援
の更なる高性能化を図ることができると考える．
また現時点では，（1）Ｌ字形状判別を行っているため

正面の移動車両に対応していない，（2）フレーム間差分
を用いるため得られる情報の全てを使うことができない，
等の問題がある．これらの課題に対しては，今後更に検
討していく．
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